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第
十
四
期

第
二
十
二
回
総
会
議

題

結
果

報

告（

６

月

２

５
日

開

催）

日
程

１、

議
題
第
四
十

七
号

農
地
利
用
集
積
計

画
に

つ

い
て

４
件

２、

議
題
第
四
十

八
号

農
地
法
第
３
条
に

つ
い

て

２
件

３、

議
題
第
四
十

九
号

非
農
地
証
明
に
つ

い
て

２
件

報
告

農
業
委
員
担
当
区

の

変
更

に

つ
い

て

１
件

結
果

議
題
第
四
十
七
号

４
件

可
決

議
題
第
四
十
八
号

２
件

可
決

議
題
第
四
十
九
号

２
件

可
決

政
府
は
６
月

11日
に
「
２
０
１
２
年
食
料
・
農
業
・
農
村

白
書
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
引
き
続
く
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
土
地
持
ち
非
農
家
所
有
の
耕
作
放
棄
地
の
増
大

な
ど
に
警
笛
を
鳴
ら
し
、
「
構
造
改
革
の
大
き
な
節
目
の

到
来
」
と
明
記
し
て
い
る
。

沖

縄

県

大

宜

味

村

は

、

か

っ

て

は

パ

イ

ン

ア

ッ

プ

ル

の

産

地

で

し

た

が

、

パ

イ

ン

缶

詰

の

輸

入

増

大

に

伴

う

価

格

の

低

迷

等

に

よ

る

離

農

者

の

増

加

や

農

業

者

の

高

齢

化

・

後

継

者

不

足

の

進

行

に

よ

っ

て

村

内

の

耕

作

放

棄

地

が

増

加

し

て

い

ま

し

た

。

平

成

20

（

２

０

０

８

）

年

に

耕

作

放

棄

地

の

荒

廃

の

状

況

を

把

握

す

る

「

耕

作

放

棄

地

全

体

調

査

」

が

全

国

で

実

施

さ

れ

た

こ

と

を

契

機

に

、

村

の

農

業

委

員

会

が

中

心

と

な

っ

て

、

行

政

、

農

家

等

で

組

織

す

る

地

域

耕

作

放

棄

地

協

議

会

を

立

ち

上

げ

、

耕

作

放

棄

地

再

生

利

用

緊

急

対

策

交

付

金

を

利

用

し

て

、

荒

廃

農

地

（

70

ｈ

ａ

）

を

再

生

す

る

取

組

を

開

始

し

、

平

成

23

年

（

２

０

１

１

）

年

度

ま

で

に

21

ｈ

ａ

を

再

生

し

ま

し

た

。

一

方

、

沖

縄

県

で

は

海

洋

環

境

保

全

の

観

点

か

ら

、

農

地

か

ら

海

へ

の

赤

土

（

国

頭

マ

ー

ジ

）

流

出

を

防

止

す

る

こ

と

が

課

題

と

な

っ

て

い

ま

し

た

。

こ

の

た

め

、

大

宜

味

村

で

は

平

成

20

（

２

０

０

８

）

年

か

ら

収

穫

後

の

さ

と

う

き

び

畑

を

全

面

被

覆

し

、

赤

土

流

出

を

防

止

す

る

た

め

の

対

策

と

し

て

、

強

酸

性

の

国

頭

マ

ー

ジ

土

壌

で

も

栽

培

可

能

で

生

育

期

間

が

短

い

そ

ば

を

導

入

し

、

試

験

的

な

栽

培

を

開

始

し

ま

し

た

。

こ

の

よ

う

な

中

、

沖

縄

県

内

で

そ

ば

の

生

産

が

珍

し

か

っ

た

こ

と

も

あ

り

、

日

本

一

早

く

そ

ば

を

収

穫

で

き

る

こ

と

や

そ

ば

の

開

花

の

様

子

が

新

聞

等

で

報

じ

ら

れ

、

取

組

に

注

目

が

集

ま

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

こ

れ

を

受

け

、

村

は

そ

ば

を

農

家

所

得

の

向

上

を

目

的

と

し

た

新

規

作

物

と

し

て

だ

け

で

は

な

く

、

村

お

こ

し

や

観

光

資

源

に

も

活

用

し

得

る

作

物

と

捉

え

、

再

生

し

た

農

地

に

お

け

る

そ

ば

の

本

格

的

な

作

付

を

は

じ

め

ま

し

た

。

平

成

22

（

２

０

１

０

）

年

に

は

、

村

内

の

農

家

３

戸

に

よ

っ

て

大

宜

味

村

蕎

麦

生

産

組

合

が

設

立

さ

れ

戸

別

所

得

補

償

制

度

の

再

生

利

用

加

算

を

活

用

し

て

、

荒

廃

農

地

を

再

生

し

、

そ

ば

の

生

産

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

沖

縄

で

は

元

々

和

そ

ば

を

食

べ

る

習

慣

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

収

穫

さ

れ

た

そ

は

ば

、

村

内

の

３

つ

の

食

堂

で

提

供

さ

れ

、

地

元

だ

け

で

な

く

、

沖

縄

本

島

中

南

部

の

人

々

や

観

光

客

に

も

好

評

を

得

て

い

ま

す

。
大

宜

味

村

に

お

け

る

そ

ば

の

栽

培

は

、

沖

縄

県

で

は

先

駆

的

な

取

組

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

農

業

研

究

機

関

と

連

携

し

て

、

今

後

は

栽

培

技

術

の

向

上

を

図

り

、

高

品

質

化

、

ブ

ラ

ン

ド

化

を

目

指

す

こ

と

と

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

将

来

的

に

は

、

同

村

に

お

け

る

そ

ば

の

収

穫

期

が

本

土

の

端

境

期

に

当

た

る

１

月

と

５

月

で

あ

る

こ

と

を

活

か

し

て

、

本

土

へ

の

出

荷

も

検

討

し

て

い

ま

す

。

（

食

料

・

農

業

・

農

村

白

書

よ

り

抜

粋

）

農業委員は農地の番人！！

事
例

事
例

事
例

事
例
：： ：： 荒

廃
農
地

荒
廃
農
地

荒
廃
農
地

荒
廃
農
地
のの のの
再
生

再
生

再
生

再
生
と
そ
ば
の

と
そ
ば
の

と
そ
ば
の

と
そ
ば
の
地
域
特
産
物
化

地
域
特
産
物
化

地
域
特
産
物
化

地
域
特
産
物
化

農農農農
地地地地
一一一一
筆筆筆筆
調調調調
査査査査
にににに
ごごごご
協協協協
力力力力
くくくく
だだだだ
ささささ
いいいい。。 。。

毎

年

8

月

1

日

を

起

点

と

し

た

、

大

宜

味

村

の

農

地

全

体

調

査

が

始

ま

り

ま

す

。

調

査

方

法

は

各

地

域

担

当

農

業

委

員

に

よ

る

、

利

用

状

況

を

一

筆

一

筆

調

査

す

る

た

め

農

家

へ

の

聞

き

取

り

に

伺

い

ま

す

。

調

査

の

内

容

は

、

「

耕

作

放

棄

地

に

な

っ

て

い

な

い

か

、

」

「

耕

作

者

が

代

っ

て

い

な

い

か

、

」

「

栽

培

作

物

は

何

か

、

」

「

近

隣

の

農

地

に

迷

惑

か

け

て

い

な

い

か

、

」

「

農

地

の

違

反

転

用

は

な

い

か

」

等

、

色

々

な

項

目

で

調

査

を

行

い

ま

す

。

農

地

と

し

て

利

活

用

し

て

い

な

い

場

合

は

、

「

貸

し

た

い

、

売

り

た

い

」

な

ど

地

主

の

意

向

調

査

を

行

い

、

地

主

の

希

望

に

添

い

、

村

の

農

業

担

い

手

へ

斡

旋

等

を

図

り

、

大

宜

味

村

の

農

地

の

有

効

利

用

を

促

進

し

ま

す

。

ま

た

、

併

せ

て

、

大

宜

味

村

の

下

限

面

積

を

有

す

る

（

1

2

0

0

坪

）

農

家

を

主

体

と

し

た

農

家

台

帳

の

見

直

し

を

行

い

村

の

農

業

施

策

へ

反

映

致

し

ま

す

。

各

地

域

担

当

委

員

が

皆

さ

ん

の

お

宅

へ

伺

い

農

地

確

認

を

致

し

ま

す

の

で

是

非

ご

理

解

く

だ

さ

い

。

「「 「「

平平平平

成成成成

２２２２

５５５５

年年年年

度度度度

農農農農

業業業業

委委委委

員員員員

とととと

農農農農

家家家家

とととと

のののの

意意意意

見見見見

交交交交

換換換換

会会会会」」 」」

をををを

開開開開

催催催催

しししし

まままま

すすすす。。 。。

平平平平
成成成成
２２２２
５５５５
年年年年
度度度度
沖沖沖沖
縄縄縄縄
のののの
自自自自
然然然然
環環環環
境境境境
保保保保
全全全全
にににに
配配配配
慮慮慮慮
しししし
たたたた

農農農農
業業業業
活活活活
性性性性
化化化化
支支支支
援援援援
事事事事
業業業業
説説説説
明明明明
会会会会

７
月
２
６
日
に
役
場
第
２
会
議
室
に
お
い
て
事
業

説
明
会
が
開
催
さ
れ
７
戸
農
家
が
参
加
し
た。

本
年
度
は
環
境
保
全
協
力
農
地
の
栽
培
作
物
に
大

宜
味
村
印
の「

保
全
応
援
シー

ル」

を
貼
り
農
産
物
の

差
別
化
を
図
っ
た
市
場
販
売
農
産
物
の
調
査
を
行
い

ま
す。そ

の
他、

ビ
チ
バー

、

ひ
ま
わ
り
の
播
種
等
も
計
画

し
て
お
り
ま
す。

問
い
合
わ
せ
は
担
当
比
嘉
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い。

村

の

農

地

の

多

く

の

課

題

は

、

相

続

さ

れ

て

い

な

い

為

地

権

者

の

判

断

が

困

難

に

な

っ

て

い

る

事

や

、

農

業

を

継

い

で

く

れ

る

人

が

い

な

い

こ

と

で

す

。

村

外

等

の

地

権

者

の

情

報

も

委

員

に

寄

せ

て

い

た

だ

け

た

ら

作

業

も

ス

ム

ー

ズ

に

行

え

ま

す

。

農

地

の

放

棄

地

は

地

域

の

問

題

で

も

あ

り

ま

す

。

調

査

結

果

は

、

村

の

農

地

台

帳

・

農

家

台

帳

が

整

備

さ

れ

農

業

者

の

地

位

の

確

保

が

保

た

れ

ま

す

。

相

対

で

貸

し

借

り

し

て

い

る

農

家

の

皆

さ

ん

に

は

、

こ

れ

を

機

に

、

農

地

の

貸

借

契

約

を

結

ぶ

こ

と

お

勧

め

い

た

し

ま

す

。

相

談

は

農

業

委

員

及

び

農

業

委

員

会

ま

で

連

絡

く

だ

さ

い

。

農業白書に大宜味村〝和そば〟が掲載

構構構構
造造造造
改改改改
革革革革「「 「「

大大大大
きききき
なななな
節節節節
目目目目」

平

成

平

成

平

成

平

成

25

2525

25

年

度

年

度

年

度

年

度

の

のの

の

農

業

委

員

農

業

委

員

農

業

委

員

農

業

委

員

と

とと

と

農

家

農

家

農

家

農

家

と

の

と

の

と

の

と

の

意

見

交

換

会

意

見

交

換

会

意

見

交

換

会

意

見

交

換

会

を

をを

を

平

成

平

成

平

成

平

成

25

2525

25

年

年年

年

７

７７

７

月

月月

月

30

3030

30

日

午

後

日

午

後

日

午

後

日

午

後

７

７７

７

時

時時

時

、

、、

、

役

場

第

役

場

第

役

場

第

役

場

第

２

２２

２

会

議

室

会

議

室

会

議

室

会

議

室

で

でで

で

開

催
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2013年（平成25年）７月１日（月）

h25.6.5農業委員の先輩(宮城道

子さん）が元気な顔をのぞかせて

くれました。

6月3日（月） 3村合同勉強会
北部振興センター・３村の行政が一同に会し、各
村の意見と現状を話し合いました。

1番目に

執行部会を開催！提出された議案を検討します。6.18(火)

6.12 そば生産組合/次年度の目標収

穫量の話し合い

環境保全マップ作成作業を行っています。

申請書を提出した後の委員のお仕事！！
現地調査（各担当委員が現場を調査します。） 雑草が生い茂る道をかき分けながら農地を調査したり隣接農地の方からも聞き取りをしながら農地

の状況を確認していきます。

以前は何を植えていたのか
な？（眞喜志委員）

僕の初めての司会進行はど

うでしたか？（貢野）

平成２５年度「沖縄の自然環境保全に配慮した農業活性化支援事業説明会」

６/２６（水）午後５時～

総会で「審議」されるまでの流れをみんなに教えま

す！

『委員、全員で現場確認に出かけます。
そこで、各申請者から「農作物の事や経営の在り方等」を直接確認します！！

平成25年６月2５日（火）
総会の様子

「農業委員の人

達」って雑草が

生い茂っている

場所まで調査

するんだね！

担当区の調査報

告の現状は・・・・


